
タイトル「創る」には、先生方を支援する
機能と機関を創るという思いと、名張の子
ども達のためにより質の高い教育実践が
想像できる我々教職員でありたいという
二つの思いが込められています。

教職員の皆様へ

教育センターだより 【 ３ 号】
平成３１年４月２５日発行

創る

→ ①蔵書案内 ②研修講座 ③教材等貸出 ④出前授業 ⑤授業支援

H 過去の研究授業の記 教育センターでは、 教育センターには貸 週末教育事業で教 パソコンを活用する

P 録や図書室に置かれて 様々な研修講座・講演 し出し備品がたくさん 育専門員が実施した講 授業、実験・観察の授

こ いる本のインデックスが 会を行っており、過去の あります。模型、実験機 座について、学校へ出 業のサポートや、授業

こ 掲載されています。平 実績や今後の予定を確 材、パズル用教材など、 向き授業をします。教 づくりに関する相談な

に 和学習や人権学習のD 認することもできます。 教具となる機具をぜひ 材や道具は教育センタ ど、主に、理科・ものづ

注 VDなどもあります。ぜ 研修予定は随時追加さ 一度チェックしてみてく ーの物を利用すること くり・パソコンの相談を

目 ひ探してみてください。 れます。 ださい。 ができます。 承ります。
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三重県名張市百合が丘西５番町２５番地 適応指導教室（さくら教室）２Ｆ

Tel 0595-63-7830 Fax 0696-63-7830
事務室・教育よろず相談 １Ｆ E-mail:sakura@nabari-mie.ed.jp
Tel 0595-64-8801 Fax 0595-64-8802
E-mail:kyouiku-ce@city.nabari.mie.jp 学校ボランティア室 １Ｆ

minakuru01@nabari-mie.ed.jp Tel 0595-64-8864 Fax 0595-64-8802
ホームページ http://www.nabari-mie.ed.jp/minakuru/

前号では、掲載されなかっ
たホームページについて紹介
します。ホームページでは、
より詳しい事業や活動内容を
知っていただけます。できる
限りわかりやすく、多くの教
職員のみさんに活用していた
だけるよう、ホームページの
刷新にも取り組んでいます。
※備品の貸し出し、研修講座
の申し込み、出前授業や授業
支援への申し込み等は、校長
先生の許可を受けた上で教育
センター担当まで電話で相談
をしてください。

ポータルとHPはどう違うの？
ポータルは教職員のみなさ

んに限定して使っていただけ
る共有フォルダへの近道であ
るのに対し、HPは一般の方に
も発信している情報となって
います。共通している内容もあ
りますが、それぞれの特徴と
用途に合わせたものとなって
います。その都度必要に応じ、
合わせてご利用しただけらば
と思います。
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新任研修員

４月当初から、小・中学校や高等学校を訪問さ
せていただき、今年度プロジェクト研究のテー
マや方向性を模索中です。また皆様の学校へも
訪問させていただければと思いますので、どう
かご理解・ご協力よろしくお願いいたします。

全然勉強
不足でした。

どの先生からも良いお話が聞け、新たな視点
を研修することができています。小学校での取
組や成果を中学校が知ることは重要であり、小
・中学校では、次のステップにおいてどんな力
をつけておくべきか知る必要があります。

昨年度の
取組は・・・ 今年度は

このような
課題を

一度おう
かがいし
たいので
すが・・・

◯月◯日
ではご都
合いかが
ですか？

小学校や
高校では
どんな実
践を・・・



 

 

 

① 適応指導・・・名張市適応指導教室（さくら教室）は、「一人ひとりの子が安心して生活を送ることが    

できる居場所づくり」や「長期欠席児童生徒の学校生活への復帰や社会的自立の支援」

などを目的として学校に行きにくい子どもたちに対し、適応指導を行っています 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 相談活動・・・不登校に関する保護者や教職員のための相談活動を行っています。不登校に悩む保護    

者のつどい、教職員のつどいも開催しています。 

 

●電話相談 月～金曜日  ８：３０～１７：１５ 

  ●面談相談 月～金曜日 １４：３０～１７：００（事前予約が必要） 

  ●訪問相談 学校を訪問させていただいたときや学校からの要請があったときに実施します。 

   

★臨床心理士による相談 （ともに事前予約が必要） 

○木村敦裕さん･･･年間8回土曜日   ９：００～１２：００ 

○山田 忍さん･･･原則毎週金曜日   １３：００～１９：００ 

  

 

 

 

 

 

さくら教室について、ご理解いただくとともに、保護者の方々への紹介もお願いいたします。 

1 日の日課 

9:30～10:00 来室 

10:00～11:00 学習の時間（自分の課題に取り組みます） 

11:00～12:30 活動の時間（一緒に活動します） 

12:30～13:00 昼食・休憩（みんなで昼食をとります） 

13:00～14:00 チャレンジタイム（自主的な活動の時間） 

14:00～14:30 帰宅（自転車、バス、お家の人の車等） 

14:30～ 個別対応（相談員や教室になじむことを目標にした活動が中心です。 

予約によって設定し、1回1時間程度です。） 

 

  

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

野菜畑 

今はじゃがいもを

植えています。 

さくら１教室 

『学習の時間』で

は、ここで自分の

課題に取り組んで

います。 

テニスコート 

『活動の時間』や

『チャレンジタイム』

の時に使います。 

さくら２教室 

くつろいだり、友だちと交

流したり、昼食を食べたり

します。 

「ちょっとホッとの会」（保護者および教職員のつどい） 

森川 泉さん（臨床心理士）を招いての講演および不登校相談 
【保護者バージョン】９／２１（土）、２/１（土） １０：００～１２：００ 

【教職員バージョン】 ８／５（月）       １４：００～１５：３０ 


